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～しがぎん共創プログラム 2025～「企業共創枠」  

ビジネスプラン・アイデアの募集要項 

2025 年 6 月 

株式会社滋賀銀行 営業統轄部 

ソリューション営業室 地域振興グループ 

 

１．目的 

しがぎん共創プログラム 2025「企業共創枠」は、テーマを提供する滋賀県内企業（以下

「テーマ提供企業」）と、全国のスタートアップ/事業会社・滋賀県近隣の学生（以下

「スタートアップ等」）を結び付け、新規事業創出や課題解決および地域活性化に繋が

る取り組みの実現を目指します。

 
 

２．本プログラムの運営について 

主催：株式会社滋賀銀行 

協力：一般社団法人 co.shiga 

株式会社滋賀銀行と一般社団法人 co.shiga が事務局として運営します。 

（１）テーマ募集とテーマ・リソースの整理・選定、ビジネスプラン・アイデア（以下 

「共創アイデア等」）募集に係るエントリーページの作成 

（２）①スタートアップ・事業会社向けに共創アイデア等を募集（スタートアップ／事 

    業会社部門） 

②学生向けに共創アイデア等を募集（学生部門）   

（３）上記（２）の共創アイデア等の選定・プロセスのフォローアップ 

（４）起業・経営塾における発表やワークショップなどの運営        等 

＊以下、滋賀銀行と co.shiga を「事務局」とします。 
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３．募集対象 

（１）スタートアップ/事業会社部門：スタートアップを含むすべての事業会社（個人事

業主、起業予定の方を含む） 

＊スタートアップとは･･･新しい企業であって、新しい技術やビジネスモデル（イ

ノベーション）を有し、急成長を目指す企業 

（２）学生部門：滋賀県近隣の学校（中学校、高校、高等専門学校、大学、大学院等）

に在籍する学生  ＊未成年者は保護者の同意が必要です。 

 

４．募集内容 

    テーマ提供企業が募集するテーマに対応する、課題解決やイノベーションにつながるビジ

ネスプラン・アイデア 

 

５．応募方法 

■留意事項の内容をご確認のうえ、事務局のHPからメールにてご応募ください。  

送信先 : event@shigagin.com 

 

 （１）企業共創枠 スタートアップ/事業会社部門 

  メールの件名： 「企業共創枠 スタートアップ/事業会社部門エントリー」 

①社名（学校名）  

②代表者名（フリガナ）  

③所在地（住所）  

④電話番号 

⑤メールアドレス  

⑥業種   

⑦応募テーマ（平和堂①など）  

⑧提案タイトル（30 文字程度） 

 ※事務局から「エントリーシート」を添付して返信します。 

エントリーシートの提出締切：2025 年 7 月 6 日（日）  

 

（２）企業共創枠 学生部門 

  メールの件名： 「企業共創枠 学生部門エントリー」 

①学校名   

②代表者名（フリガナ）   

③住所   

④電話番号 

⑤メールアドレス 

mailto:event@shigagin.com
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⑥応募テーマ（平和堂①など）   

⑦提案タイトル（30 文字程度） 

 ※事務局から「エントリーシート」を添付して返信します。 

エントリーシートの提出締切：2025 年 8 月 31日（日） 

 

６．選考について 

（１）一次選考：テーマ提供企業による書類選考。 

（２）二次選考：テーマ提供企業と事務局によるオンライン面談。 

※最終的にテーマ提供企業1社につき、原則1組を選定します。 

 

７．選定後について 

（１）テーマ提供企業と選定されたスタートアップ等は面談を実施し、共創アイデアの

ブラッシュアップ・実証実験・協業等に向けた検討を行います。ミーティングに

は事務局も同席する場合があります。 

（２）「しがぎん起業・経営塾」内にて、スタートアップ等による共創アイデアの発表、

「野の花賞最終選考会」にて成果・進捗発表会を実施します。 

（発表の可否についてはテーマ提供企業と事務局で検討します。） 

 

 

■全体スケジュールについて 

 

＜①スタートアップ／事業会社部門＞ 

プランニングフェーズ 

 

2025年 6月 16日（月）～7月 6 日（日） エントリー期間 

2025年 7月 7 日（月）～7月 18日（金） 一次選考（書類審査） 

2025年 7月 25日（金）頃 二次選考（オンライン面談） 

2025年 7月 31日（木）頃 選考結果通知 

2025年 8月 9 日（土） 
「しがぎん起業・経営塾 第 1回」にて発表 

＋ 公開ブラッシュアップ企画を予定 

共創アイデアのブラッシュアップフェーズ 

  

  

2025年 9月～2026年 1月 
共創アイデアのブラッシュアップ・ 

PoC・実証実験・事業化等 検討 

2026年 2月 14日（土） 
「しがぎん起業・経営塾 第 3回 

（野の花賞最終選考会）」にて成果・進捗発表 
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＜②学生部門＞ 

プランニングフェーズ 

 

2025年 6 月 16日（月）～8月 31日（日） エントリー期間 

2025年 9 月 1 日（月）～9月 19日（金） 書類審査のみ 

2025年 9 月 30日（火）頃 選考結果通知 

2025年 11月 22日 (土) 
「しがぎん起業・経営塾 第 2回」にて発表 

＋ 公開ブラッシュアップ企画を予定 

共創アイデアのブラッシュアップフェーズ 

 

2025年 12月～2026年 1月 
共創アイデアのブラッシュアップ・ 

（PoC・実証実験・事業化検討） 

2026年 2 月 14日（土） 
「しがぎん起業・経営塾 第 3回 

（野の花賞最終選考会）」にて成果・進捗発表 

 

■留意事項 

  応募に際しては必ず以下をご確認ください。 

 

（個人情報の取り扱い） 

・ 応募いただいた際に取得した個人情報を、本事業の目的以外に利用することや第三者に

提供することはありません。 

（応募内容に関すること） 

・ 公表されていないアイデアのみ応募可能です。 

・ 応募プランの知的財産権は応募者に帰属します。ただし、特許・実用新案権、企業秘密

やノウハウ等の情報の法的保護については、応募者の責任において対策を講じた上で、

一般に公表しても差し支えない内容としてください。なお、権利侵害等に関するトラブ

ルについて、主催者（関係者を含む）は一切責任を負わないものとします。 

・ 第三者の著作権、その他知的財産権を侵害していないものに限ります。 

・ 本プログラムにおいて選考の結果、事業化や業務提携等に至る場合の各権利関係 ・約 

関係等については、テーマ提供企業と応募者が協議の上進めるものとします。 

（応募書類等について） 

・ 提出いただいた応募書類および、関連資料は原則返却いたしません。 

・ 応募書類等は原則、非公開としますが選考通過者のビジネスプランについては、応募者

名、タイトル、プランの概要を事務局およびテーマ提供企業のWeb ・プレスリリース等

にて公表する場合があります。また、公表によって生じたトラブルについては、主催者

（関係者を含む）は一切の責任を負いません。 

（選考に関すること） 

・ 応募書類等に虚偽、アイデアの盗用その他不正があった場合は、失格または応募取り消
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しとする場合があります。 

・ 応募、選考含め本プログラムへの参加に係る費用（資料作成費、交通費等）に関しては

応募者の負担となります。 

・ 選考通過者は、「しがぎん起業・経営塾」および「野の花賞 2025 最終選考会」内で、ビ

ジネスプラン・アイデアを発表していただく場合があります。 

・ 選考結果及び、選考内容に関する個別の問い合わせにはお答えいたしかねます。 

（その他） 

・ 公序良俗に反する行為、または法令もしくは条例に違反する行為は禁止します。暴力団

および暴力団員等（各都道府県の暴力団排除条例で定義するもの）は応募できません。 

・ 前号の他、運営事務局および、株式会社滋賀銀行が不適切と判断する行為が認められた

場合は、失格または応募取り消しとする場合があります。 

 

 

＜ お問い合わせ先 ＞ 

株式会社滋賀銀行 営業統轄部 野の花応援団事務局 

電話番号：077-521-2347  担当：西村、入江、上田 

※平日 9:00～17:00（祝日・銀行休業日を除く） 

以 上 



テーマ① テーマ② テーマ③

『次世代ライフスタイル共創拠点』衣食住サービスの連携
による地域コミュニティの活性化

地域経済の活性化と「健康」の好循環創出
豊かな自然を未来へつなぐ：

平和堂のグリーントランスフォーメーション

背景

私たちが継続的に成長するためには、地域が元気であることが重要で
あると捉えております。現在も「地域共創」の考えのもと、様々な取組み
（地域サロンの運営や、地域スポーツ大会・文化振興への協力など）を、
地域の皆様、行政・教育機関・地元企業の皆様など、様々な方々と連携
し進めております。
これをさらに活性化させるためには、連携させていただいている皆様が
抱える課題を一緒に解決していく中で、共に成長していけるような取組
みを推進していきたいと考えております。

『地域の健康』の実現には、体の健康と心の健康に加え、地域経済が活
発であることが重要であると捉えております。商品販売だけでなく、地域
の方々の健康増進のため、ジム＆スタジオの設置や、関係機関と連携
した健康講座や子育て支援などを実施し、健康寿命の延伸に向けた取
組みを進めておりますが、さらに活発な活動を展開していきたいと考え
ております。

人々の生活と社会に貢献する企業として、気候変動に対する対応は重
要な課題であり、CO2排出量削減やプラスチック削減などの対策を進め
ております。しかし、これは一企業だけの問題ではなく、滋賀県、日本、
ひいては世界的な課題であると認識しております。まずは県内にお住ま
いの皆様、県内企業の皆様にも同じ課題意識を持っていただき、同じ
課題を持つ人々や企業がつながり、連携することで、これらの取組みを
より一層進めてまいりたいと考えております。

アイデア事例

▶ 移動販売・マルシェスペースの提供

▶ 新たな移動手段の創出

▶ 就労支援情報の提供

▶ AI・IoT活用による衣食住連携「次世代ライフスタイル共創拠点」の創
出

▶ 地域課題（子育て・高齢者等）解決に向けた多主体（行政・地元企業
等）連携プラットフォーム事業

▶ 地域資源を活用したローカルビジネス創出・共成長支援サービス

▶ 健康ポイント制度(インセンティブ)

▶ 地域ヘルスツーリズム

▶ つながる食卓・地産地消応援デーの実施

▶ 食・運動・地域交流を連動させた体験型サービスや「健康増進×地
域経済活性化」プログラムの展開

▶ AI/ウェアラブルデバイス連携による店舗・オンラインを融合したヘル
スケア・予防サービスの提供

▶ 地域資源循環型店舗モデルの構築

▶ AIを活用した省エネ・最適化店舗運営

▶ 体験型環境学習プログラムの展開

▶ 店舗・サプライチェーンにおける環境負荷（CO2・廃棄物等）削減プロ
 ジェクト

▶ 地域連携による環境教育プログラム・資源循環（リサイクル等）推進事
 業

企業の持つ
リソース・アセット
（全テーマ共通）

テーマ

＜顧客基盤・データ関連＞
・匿名化された多様な顧客データ（POS、会員情報など）の活用

＜物流・サプライチェーン関連＞
・店舗網や物流機能の一部提供・活用

＜販売チャネル・商品開発関連＞
・店舗での実証実験やテスト販売の実施機会
・商品開発（プライベートブランド、地域産品など）に関する協業

＜専門知識・ノウハウ＞
・小売業運営に関する知見やメンタリングの提供

＜ブランド力・ネットワーク活用＞
・「平和堂」ブランド、および地域・グループ企業ネットワークの活用支援

テーマ提供企業：株式会社 平和堂



テーマ① テーマ② テーマ③

地域資源を活かした
“地産地消型ビジネス”の創出

滋賀の魅力を地域外へ届け、
「地域外からの売上を増やす」ビジネスの創出

応援したくなる地域へ！
地域に資金を呼び込む仕組みの創出

背景

地元企業や生産者との連携による新たな商品・サービス開発の促進、
地域内で生産された商品・サービスを地域内で消費する仕組みの強化
により、地元企業や生産者にお金が回るようにすることで、地域経済の
基盤を強化していきたいと考えております。

地域経済の活性化には、「地域の価値を再編集し、外部との接点を増
やすこと」や「観光・販路開拓・デジタル活用などを通じた地域ブランド
の発信」により、地域外からの資金流入が不可欠です。滋賀の魅力ある
商品や体験を県外・海外に届けることで、地域企業の売上を増やし、地
域に新たなお金の流れを生み出していきたいと考えております。

都市部の個人や企業が、滋賀の取り組みに共感し、応援や投資をした
くなるような仕組みをつくることで、地域外からの資金流入を促進し、地
域経済の活性化につなげたいと考えております。
単なる寄付ではなく、「共感による関係性の構築」と「地域との継続的な
つながり」を生む新しい経済循環の形を目指します。

アイデア事例

【地域食材×フードテック】
地元農産物を使った冷凍食品やミールキットの開発。
地元スーパーや道の駅での販売と、都市部へのサブスク配送。

【地元職人×学生デザイナー】
伝統工芸品（信楽焼、近江上布など）に若者の感性を取り入れた新商
品開発とEC販売。

【地元企業×地域通貨】
地元企業が提供するサービスを地域通貨で購入できる仕組みを構築
し、消費の地元回帰を促進。

【観光客向け体験商品】
訪日外国人・県外の方向けに、信楽焼体験や近江牛料理教室などの
体験型商品を開発・販売。

【地域ブランドの域外展開】
地元の農産物や工芸品を「滋賀ブランド」として域外展示会に出展。販
路開拓とPRを支援。

【地域応援制度、「ふるさと株主」制度】
都市部の個人が域内企業に少額出資。
年1回の報告会や現地ツアーで域内企業との関係性強化。
→域内企業：資金調達＋ファンづくり

 支援者：地域との関係構築

【地域応援NFT】
観光地や文化財をテーマにしたNFTを発行し、購入者には地域体験や
特典を提供。
→売上は観光整備や文化財保全に活用され、支援者は 「応援＋体験」
ができる。

企業の持つ
リソース・アセット
（全テーマ共通）

テーマ

＜ネットワーク＞
・本店、支店、グループ会社との連携
・店舗ネットワーク

･･･95店舗（うち海外1店舗）、出張所5店舗、代理店33店舗、合計133店舗（2025年4月1日現在）
・地域の大学・自治体・企業等との幅広い連携
・法人顧客・個人顧客との接点 など

テーマ提供企業：株式会社 滋賀銀行




